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	応用
	抗原情報
	背景
	受容体型タンパク質チロシンキナーゼKITのリガンド。細胞の生存と増殖、造血、幹細胞の維持、配偶子形成、肥満細胞の発達、遊走と機能、およびメラニン生成の調節に重要な役割を果たします。KITLG/SCF結合により、いくつかのシグナル伝達経路が活性化されます。ホスファチジルイノシトール3キナーゼの調節サブユニットであるPIK3R1のリン酸化と、それに続くキナーゼAKT1の活性化を促進します。受容体型タンパク質チロシンキナーゼKITのリガンド。細胞の生存と増殖、造血、幹細胞の維持、配偶子形成、肥満細胞の発達、遊走と機能、およびメラニン生成の調節に重要な役割を果たします。KITLG/SCF結合により、いくつかのシグナル伝達経路が活性化されます。ホスファチジルイノシトール3キナーゼの調節サブユニットであるPIK3R1のリン酸化を促進し、キナーゼAKT1を活性化します。KITLG/SCFとKITはGRB2を介してシグナルを伝達し、RAS、RAF1、MAPキナーゼMAPK1/ERK2および/またはMAPK3/ERK1を活性化します。KITLG/SCFとKITはSTATファミリーメンバーであるSTAT1、STAT3、およびSTAT5の活性化を促進します。KITLG/SCFとKITはPLCG1の活性化を促進し、細胞シグナル伝達分子であるジアシルグリセロールとイノシトール1,4,5-トリスリン酸の生成を促します。KITLG/SCFは、おそらくインターロイキンなどの他のサイトカインと相乗的に作用します。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、PI3K-Aktシグナル伝達経路
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	組み換えタンパク質における SCF 発現のウエスタンブロット分析。

